
11
Nov.2019
No.1249広報しらたか



白
鷹
の

秋
を
彩
る

芸
術
祭　

10
月
25
〜
27
日
の
３
日
間
、
白

鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
ー

む
を
会
場
に
白
鷹
町
芸
術
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
昨
年
を
上
回
る
30
団
体

が
参
加
。
異
部
門
コ
ラ
ボ
発
表
や

新
規
加
入
団
体
（
歌
謡
部
門
）
も

参
加
す
る
な
ど
新
た
な
要
素
が
加

わ
り
、
ま
す
ま
す
楽
し
い
芸
術
祭

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
、
県
大
会

で
銀
賞
に
輝
い
た
荒
砥
高
校
吹
奏

楽
部
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
、
白
鷹

太
鼓
鷹
翔
会
の
爽
快
な
リ
ズ
ム
に

乗
せ
て
披
露
し
た
迫
力
あ
る
演

舞
や
美
し
い
歌
声
を
響
か
せ
た
歌

謡
ス
テ
ー
ジ
な
ど
会
場
は
連
日
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。ま
た
、

昭
和
63
年
か
ら
文
化
交
流
を
行
っ

て
い
る
「
栃
尾
文
化
協
会
」
の
方

も
お
招
き
し
、
舞
踊
と
詩
吟
、
甚

句
（
地
元
盆
踊
り
唄
）
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
部
門
の
ほ
か
に
も
、

会
場
に
は
写
真
や
書
、
絵
画
な
ど

の
作
品
約
５
０
０
点
が
展
示
さ
れ

た
ほ
か
、
江
戸
千
家
荒
砥
会
と
表

千
家
茶
道
愛
好
会
に
よ
る
茶
席
で

の
お
も
て
な
し
も
行
わ
れ
、
多
く

の
来
場
者
が
白
鷹
ら
し
さ
あ
ふ
れ

る
芸
術
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。





　10 月２日、パレス松風にて第 22 回白鷹町建設業労働災
害防止大会が開催され、町内の建設業関係者約 130 名の方
が参加しました。
　本大会は、労働災害撲滅に向け、安全衛生管理の強化を行
うために年 1回開催されているものです。今回で 22回目を
迎え、大会が始まって以降白鷹町での労働災害は１件も発生
していませんが、米沢管内では今年すでに 2 名の方が労働
災害で亡くなられているということで、今後もゼロ災職場を
目指し徹底した安全管理を行うよう、再確認されました。ま
た、長井警察署長の熊坂嘉幸氏より、「管内の治安状況と今
後の課題」と題した講演が行われ、身近にひそむ犯罪や交通
事故の発生状況などについて学びました。

災ゼロの職場をみんなで築いていこう
白鷹町建設業労働災害防止大会を開催労

　10 月 15 日、山形県自治会館において令和元年度やまが

たふるさと食品コンクール表彰式が開催され、紅花音羽屋さ

んの「紅花～お花のお茶漬け」が、優秀賞を獲得し、表彰状

が送られました。

　今年度「野菜・山菜・きのこ類部門」に応募があったのは

22品。そのなかで優秀賞に輝いた「紅花～お花のお茶漬け」

は、自家栽培した紅花とエディブルフラワー、国産野菜等が

入った、紅色のきれいなお茶漬けで、効率よくビタミン等を

摂ることができる食品となっています。見た目はもちろん、

豊富な栄養素が含まれているバランスの良い商品です。

花音羽屋より「紅花～お花のお茶漬け」が登場
やまがたふるさと食品コンクールで「優秀賞」を獲得紅

害に備えて障がい者支援施設間の連携を強化
白鷹陽光学園とこぶしの家で合同避難訓練を実施災

　９月21日、白鷹陽光学園とこぶしの家でグループホーム利
用者を対象に水害を想定した合同避難訓練が実施されました。
　両施設が鮎貝地区に所有するグループホームは、洪水ハ
ザードマップ上早期の立ち退き避難地域に位置しており、
災害発生時に両施設が連携して避難出来るようにと初めて
行われた避難訓練です。鮎貝区長や町内長など地域の方に
も参加していただき、避難完了を合図する黄色いバンダナ
を実際に掲げるなど地域の方に対しての周知も行われまし
た。白鷹陽光学園の田苗和司園長は「避難完了まで 30分を
要してしまったなどの課題点も見つかった。災害発生時に
グループホーム利用者がパニックを起こさないためにもこ
ういった訓練は大切である」と話しました。
　避難訓練終了後には、利用者同士の仲がより深まるよう
にと交流会も行われ、終始穏やかな雰囲気に包まれました。
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元に愛される鉄道であり続けるために
２０１９フラワー長井線まつりを開催地

書で得た感動・発見を文章に表現する
読書感想文コンクール表彰式読

　10 月 26 日、白鷹町文化交流センターあゆーむにて、読

書感想文コンクールの表彰式が開催され、受賞した９名の

うち８名が参加し表彰されました。

　このコンクールは、読書の感動を文章に表現し、豊かな

人間性や考える力を育むことを目的に毎年開催されており、

応募された作品を審査したのちに童門冬二賞、生涯教育推
進本部長賞、教育長賞、図書館長賞などが授与されます。
　今年度は町内の各小学校、中学校、一般の方から 46
作品の応募があり、どの作品も本から得た感動を事細か
に記されており、読書に対する関心や豊かな表現力がう
かがえました。

　10 月 20 日、宮内駅、長井駅、荒砥駅の３駅でフラワー

長井線まつりが開催されました。

　昨年、開業 30周年を迎え平成を走り抜けたフラワー長井

線。令和の時代も地元から愛され続ける鉄道を目指すため

に今年も盛大に行われました。荒砥駅でのイベントでは車

両基地見学が行われたほか、愛真こども園の園児や白鷹少

年少女合唱団、荒砥高校吹奏楽部などが参加し、バルーン

ゆうぎや合唱、演奏などを披露し来場者をもてなしました。

　フラワー長井線は高校生の通学手段をはじめとした地元

にとって貴重な交通手段であり、沿線の魅力を伝える観光

列車です。皆さんでフラワー長井線を守っていきましょう。

１

地等の利用の最適化を図るために
農業委員会が「農業農村振興施策に関する意見書」を提出農

　10 月 30 日、白鷹町農業委員会は「令和元年度白鷹町農

業農村振興施策に関する意見書」を提出しました。

　これは、農地等の利用の最適化を効率的かつ効果的に実

施すること、また更なる施策の充実・強化が必要であるこ

とから行われているのものです。近年、農業を取り巻く環

境は大変厳しいものとなっています。そういった環境下で

特に対策が必要となる「農業政策について」「有害鳥獣対策

について」「農業生産基盤整備事業の推進について」「農業

の担い手育成について」の４つの現状と課題を整理し、具

体的な課題解決の方向性を示したうえで、そのための要望

を提案しました。
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　10月 15日、東根小学校の５年生 31人が脱穀作業
を体験しました。
　児童たちは、小山沢地区中山間地域づくり協議会の
皆さんから指導を受け、５月から田植え、草刈り、稲
刈りを体験してきました。今回は最終工程である脱穀
作業ということで、班ごとに仕事を分担しながらもく
もくと最後の作業に汗を流しました。
　作業を終えた児童たちは、「とても楽しい体験だっ
た。自分たちがつくったお米を早く食べたい。」と話し、
達成感に満ちた表情で、新米を食べられる日を心待ち
にしていました。

　郷土食伝承事業は、白鷹町食の文化街道推進会議が
郷土食の味とともに地場産農産物、自然、文化の豊か
さ、先人の知恵などを子どもたちに伝えるために 14
年前から毎年実施している事業です。今年も町内各小
学校の６年生を対象に行われ、栗ごはんや芋煮、漬物、
冷やしる、じんだん和えなど数多くの郷土料理が並び、
ふるさとの味を堪能しました。土里夢館でふるさとの
味を楽しんだ荒砥小学校の児童たちは、「とてもおい
しかった！」「初めて食べた料理が多く、こんなにお
いしいものがあるのだと思った」と郷土の食への関心
を高めました。

　10 月 15 日、ひがしね保育園ひまわり組の園児た
ち 15人が稲刈り体験を行いました。
　種まきからはじまった米づくり体験。毎日、すくす
くと育っていく稲を見守り続け、「いよいよ稲を刈る
時が来た！」と園児たちは大はしゃぎ。農協青年部の
方たちに教えてもらいながら、丁寧に刈り取り、刈っ
た稲を稲木に束ねました。一度に何束も担いで力いっ
ぱい運ぶ姿に、見学に来ていた年下の園児たちも「す
ごい！」と大興奮していました。
　今後は、乾燥した稲を脱穀し、愛情たっぷりつまっ
た新米は園児たちによって餅つきが行われ、みんなで
いただく予定です。

①

②

①

②
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　首都圏に在住の白鷹町出身者で構成される首都圏白
鷹会。その第 41 回目となる総会が 10 月 27 日、上
野精養軒（東京都）を会場に開催されました。
　この日は、約１５０人が出席。町からも町長をはじ
め町議会議長および議員、産業界の代表など 13名が
出席し、情報交換が行われました。総会では、令和元
年度の活動報告等が協議され、その後は懇親会を開催。
　また、会場では、町観光協会が菊やあけび、地酒加
茂川など 19 社 85 品目の特産品を販売したほか、サ
ンファームしらたか、工房お富久呂も現地にて出店、
販売を行い、ブースは「毎年、懐かしい味、旬の食材
を楽しみにしている」という参加者で賑わいました。

　10 月 20 日、鮎貝小学校周辺において令和元年度
白鷹町総合防災訓練が行われました。
　訓練は、大雨により土砂災害警報が発令され最上川
の堤防が決壊する恐れがあるとの想定で、町消防団や
鮎貝各地区の自主防災会、鮎貝小学校の児童などが参
加し、水防訓練や災害救助訓練、初期消火訓練、火
災防ぎょ訓練などを実施しました。町では、10月 12
日に通過した台風 19号により、避難準備情報が発令
され、災害発生寸前までの状況となりました。いつ起
こるかわからない災害に備え、真剣に取り組みました。

令
和
元
年
度

山
形
県
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

﹇
開
催
期
間
﹈
９
月
28
〜
10
月
６
日
／
県
内
各
会
場

【
団
体
の
部
】

■
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

﹇
少
女
の
部
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
﹈

　

第
１
位　

白
鷹
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

■
サ
ッ
カ
ー
競
技

﹇
少
年
の
部
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
﹈

　

第
１
位　

Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ク
ス

■
剣
道
競
技

﹇
少
年
の
部
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
﹈

　

第
２
位　

白
鷹
剣
道
愛
真
会

﹇
少
女
の
部
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
﹈

　

第
３
位　

白
鷹
剣
道
愛
真
会　

【
個
人
の
部
】

■
陸
上
競
技

﹇
少
年
の
部
４
年
60
㍍
﹈

　

第
１
位　

佐
藤
銀
河　

９
秒
12

﹇
少
女
の
部
４
年
60
㍍
﹈

　

第
２
位　

紺
野
瑠
菜　

９
秒
44

﹇
少
女
の
部
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
﹈

　

第
５
位　

金
子
凛
音　

28
ｍ
08　

１

２３
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こ
の
た
び
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お

け
る
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
私
た
ち

の
記
録
と
記
憶
に
い
つ
ま
で
も
残
る

よ
う
体
育
協
会
と
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推

進
本
部
の
共
催
で
記
念
講
演
を
開
催

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

12
月
７
日
（
土
）　

　

午
後
３
時
15
分
〜　
　

●
ど
こ
で　

パ
レ
ス
松
風

●
演
題　

「
今
を
大
切
に
」

●
講
師　

松
本　

直
美　

氏

（
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ソ
フ
ト

　

ボ
ー
ル
競
技　

銀
メ
ダ
リ
ス
ト
）

●
入
場
料　

無
料

●
申
込
期
限　

11
月
26
日
（
火
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
体
育
協
会
事
務
局
（
白
鷹
町

教
育
委
員
会
内
）

☎
85

－

６
１
４
７

[FA
X
]

85

－
２
１
８
３

■ 

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

■使用しない施設などの閉栓手続き
　漏水の発見が遅れ、水道料金が高額とならないよう、
冬期間使用しない施設などの閉栓手続きを行いましょ
う。閉栓、開栓の手数料は、それぞれ1,000円です。
■水道管の破裂
　水道管が破裂した場合は、 メーターボックス内のバ
ルブを閉め、直ちに水を止めて町指定給水装置工事事
業者に連絡し、修理を依頼してください。ただし、修
理代は自己負担となります。
■漏水の確認
　家中の蛇口を全部閉め、トイレなどの水タンクも確
認してからメーターを確認してください。銀色のパイ
ロットマークまたは１リットル針が動いている場合は、
どこかで漏水している可能性があります。町指定給水
装置工事事業者に連絡し、修理を依頼してください。

■積雪のためメーター検針を休みます（１月～４月）
　１月から４月までは、12月検針（11月の使用水量）
の水量で料金を請求させていただき、５月の検針で精
算させていただきます。冬期間の水量が11月の使用
水量と大幅に変動することが予想される場合は、建設
水道課にご連絡ください。
■冬期間の管理
　気温がマイナス４度以下になると、防寒対策が十分
に行われていない水道管は凍結したり、破裂したりし
ます。毎年、この凍結事故が後を絶ちません。凍結に
より水道管が破裂すると、修理代はもとより、水道料
金も高額となる場合がありますので次のことに注意し
てください。水道管の凍結を防ぐには、 就寝前に「不
凍水抜栓」を完全に閉め切り、蛇口を開いて水抜きし
ましょう。半閉めの状態では、水が漏れ続ける場合が
ありますので、完全に閉めることが肝要です。翌朝使
用する場合は、完全に開けてください。
※半閉め、半開きのため漏水するケースが多く見られ
　ますので十分ご注意ください。
※ヒーター線を巻いている水道管の場合は、ヒーター
　のコンセントが確実に差し込まれているか、ヒータ
　ーが正常に作動しているかを確認しておきましょう。

水道事業からお知らせ

■ 

２
０
２
０
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
「
し
ら
た
か
の
四
季
」
販
売
中

　

２
０
２
０
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
「
し

ら
た
か
の
四
季
」
が
11
月
１
日
か
ら

好
評
販
売
中
で
す
。

　

町
内
カ
メ
ラ
愛
好
家
の
方
々
や
、

一
般
カ
メ
ラ
愛
好
家
の
撮
影
し
た
７

点
の
写
真
。
ど
れ
も
白
鷹
ら
し
く
四

季
折
々
の
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

●
価
格　

１
部
１
０
０
０
円(

税
込

　

み)

●
取
扱
店
舗　

白
鷹
町
観
光
協
会
、

　

道
の
駅
白
鷹
ヤ
ナ
公
園
あ
ゆ
茶
屋
、

　

清
水
屋
酒
店
、
パ
レ
ス
松
風
、
ど

　

り
い
む
農
園
、
熊
屋
、
千
利
庵
、

　

そ
ば
切
り
八
寸
、
の
ど
か
村
、
宝

　

思
そ
ば
、
釜
の
越
桜
茶
屋

【
お
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
観
光
協
会

☎
86

－

０
０
８
６
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令和元年度福祉サービスの申請はお済みですか？

□心身障がい者福祉タクシー等利用助成事業
　タクシー等利用券を交付します。
●内容　年間で、福祉タクシー券（6９0円12
　枚綴）を１冊交付。人工透析のため通院の方
　は２冊。（交通費助成を受けている方を除く）
●対象者
・身体障害者手帳１～３級の方（ただし、下肢
　機能障害は１～４級の方）
・療育手帳Ａ、Ｂの方
・精神障害者保健福祉手帳１～２級の方

□人工透析患者通院交通費助成事業
　人工透析療法を受けるための通院交通費の助
成を行います。
●対象者　身体障害者手帳所有の所得税非課税
　の方で、生活保護法などにより通院交通費の
　助成を受けていない方
※心身障がい者福祉タクシー等利用助成事業と
　の併用不可。

●助成額　自宅から医療機関までの往復距離に
　より次の通り

▽ 20km未満　月額3,000円

▽ 20km以上30km未満　月額4,000円

▽ 30km以上　月額5,000円

□在宅酸素療法者支援事業
　医師の処方により在宅酸素療法を行なってい
る方に、酸素濃縮器の電気料金の助成を行いま
す。
●助成額　呼吸器機能障害により身体障害者
　手帳３級または４級を所有している方は月額
　1,600円、それ以外で所得税非課税の方は月
　額800円
※その他の福祉サービスのご案内は、「広報しら
　たか」５月号の14～ 15頁をご覧ください。

【問い合わせ】
健康福祉課福祉係　☎86-0111

■ 

要
介
護（
要
支
援
）認
定
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
へ

　  
税
申
告
用
認
定
書
に
つ
い
て

　

所
得
税
及
び
町
県
民
税
の
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
提
出
す
る

「
障
害
者
控
除
」
及
び「
特
別
障
害
者

控
除
」
用
の
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

　

認
定
書
は
、
令
和
元
年
度
分
の
所

得
税
、
令
和
２
年
分
の
住
民
税
の
申

告
に
の
み
使
用
で
き
ま
す
。

●
対
象　

昭
和
30
年
1
月
1
日
以
前

　

に
生
ま
れ
た
方
で
、
令
和
元
年
12

　

月
31
日
現
在
（
令
和
元
年
中
に
亡

　

く
な
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
亡
く

　

な
ら
れ
た
日
現
在
）
要
介
護
（
要

　

支
援
）
認
定
を
受
け
て
お
り
、
障

　

が
い
程
度
が
一
定
以
上
の
方
。

※
申
請
さ
れ
る
方
の
印
鑑
を
お
持
ち

　

く
だ
さ
い
。

※
認
定
基
準
な
ど
、
詳
し
く
は
介
護

　

保
険
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

※
障
害
者
手
帳
な
ど
で
控
除
を
受
け

　

ら
れ
る
方
は
、
申
請
の
必
要
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎
86

－

０
２
１
３

■ 

青
少
年
国
際
交
流
事
業
町
民
報
告
会（
兼
）

　  

令
和
元
年
度
青
少
年
育
成
町
民
会
議
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

　

今
年
度
も
、
白
鷹
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議
の
研
修
会
と
白
鷹
町
青
少

年
国
際
交
流
事
業
の
町
民
報
告
会
を

合
同
で
開
催
し
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ケ
ア
ン
ズ
で
の
研
修
を
行
っ

た
12
名
が
、
研
修
の
様
子
や
感
想
を

報
告
後
、
中
高
生
と
大
人
の
対
話
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
前
日
ま
で
下
記
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

12
月
19
日
（
木
）

　

午
後
6
時
30
分
〜

（
受
付
6
時
15
分
よ
り
）

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
中
央
公
民
館　

　

大
会
議
室

●
入
場
料　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係

☎
85

－

６
１
４
６

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係　
　
　
　

☎
85

－

６
１
４
４
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町からのお知らせ



　白鷹町は、第32回オリンピック競技大会（２０２０
東京）の開催を踏まえ、中国を相手国にソフトボー
ル競技を対象種目とするホストタウンとして交流事
業に取り組んできました。
　平成31年３月に町長が中国北京市を訪問し、中
国ソフトボール協会の楊会長と面談するとともに、
白鷹町で事前キャンプを実施することなどを盛り
込んだ覚書を締結しました。
　今年度に入ってからは、７月末にティーボール
野球少年団が白鷹町に来町、町内の野球スポーツ
少年団と交流を行いました。また、８月 30 日か
ら９月６日まで、中国青年（Ｕ21）女子ソフトボー
ルチームが来町し、白鷹町ソフトボール場で合宿
を行なうとともに県内外の社会人、学生等のチー
ムと親善試合を行いました。
　そして、９月24日から９月29日まで中国上海
市で、２０２０東京オリンピックの出場権獲得の
ためのアジア・オセアニア地区予選会が開催され
ました。２０２０東京オリンピックには６チームし

か出場できず、アジア・オセアニア地区からは１
チームしか出場できないという大変厳しい争いと
なりました。
　その出場権の獲得を賭けて最終予選会に出場す
る中国ソフトボールチームを応援するために、町
民からなる総勢 14名による応援団（団長：町長）
を結成し、町内の小、中学生に作成していただい
た中国応援横断幕を持参し、試合会場に掲げ応援
を行ってきました。
　中国チームは予選ラウンドを３戦全勝で勝ち進
み、スーパーラウンドに進みましたが、台湾、オー
ストラリアに連敗し、残念ながらソフトボールで
のオリンピック出場を逃す結果となりました。
　町としては、中国ソフトボールチームのオリン
ピック出場は逃したものの、これまで多くの皆様
にご協力いただいたことを踏まえ、交流を通じて
培った人脈や経験を活かし、今後の交流の方向性
を模索していきたいと考えています。

（白鷹町ホストタウン推進本部）
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第６次白鷹町総合計画

　昨年度より、町では今後のまちづくりの基本的な

方向性を示す新たな総合計画の策定に向け、広く町

民の皆様の意見を伺うための「まちづくり町民会議」

を開催しています。最終回である第７回会議では、

引き続き、「まち」「ひと」「しごと」の３つの班に分

かれて個別の施策について意見を出し合いました。

　第７回会議では、議論の中で「災害対策意識の向
上や情報発信の手段としても、町内緊急メール登録

日時：９月25日（水）午後７時～９時
場所：中央公民館 ２階 大会議室

第７回

委員（町民）
冨樫憲人さん

町職員
小谷部哲さん

ふりかえりインタビュー（参加者の声）

会議には、各分野で活躍されているさまざまな年代の町
民の皆さん15人に加え、町職員16人が参加しています。

まちづくり町民会議
ふりかえりルポ

第６次白鷹町総合計画

vol.5

者を増やしたい」「小５、中２時の検診を実施

していることを周知したほうが良い」「ライフ

プランセミナーにより、子育て期のいつどのよ

うな段階でお金がかかるのかを知っておくこと

も重要」など、様々な分野の具体的な意見が出

されました。

　また、若い女性が白鷹町になぜ戻らないのか、

出ていくのかを考えるためのワークショップを

行いました。「家賃が高い傾向」「地元にどんな

仕事があるのか情報が少ない」「地元での就活

は交通費がかかる」などの意見が出され、その

要因に対応する施策の必要性を議論しました。



で
な
く
事
故
の
危
険
も
増
え
ま
す
。
間

口
の
除
雪
残
り
の
除
去
に
つ
い
て
は
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　    

道
路
に
雪
は

　    

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
「
消
雪
道
路
だ
か
ら
…
」「
車
が
通
れ

ば
消
え
る
か
ら
…
」「
家
に
は
雪
を
捨

て
る
と
こ
ろ
が
無
い
か
ら
…
」
と
い
う

理
由
で
道
路
上
に
宅
内
の
雪
を
出
す
方

が
い
ま
す
が
、こ
れ
は
大
変
危
険
で
す
。

　

消
雪
散
水
は
降
雪
時
の
み
で
、
雪
が

や
め
ば
止
ま
り
ま
す
。
道
路
に
雪
を
出

さ
れ
る
こ
と
で
、
路
面
の
凍
結
、
路
面

の
凸
凹
、
融
雪
時

の
ザ
ケ
の
原
因
と

な
り
、
交
通
事
故

を
誘
発
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の

で
、
絶
対
に
行
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　    

側
溝
に
雪
を

   

　
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　　

町
内
に
投
雪
で
き
る
側
溝
は
数
カ
所

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。通
常
の
側
溝
で
は
、

投
雪
し
て
も
水
が
少
な
く
、
低
温
の
た

め
雪
は
消
え
な
い
ば
か
り
か
詰
ま
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
投
雪
箇
所

付
近
で
は
な
く
、
下
流
で
詰
ま
る
と
別

の
地
域
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

　    

雪
押
し
場
に
つ
い
て

　    

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

除
雪
に
お
い
て
、
路
肩
が
狭
い
道
路

で
は
、
近
隣
の
畑
や
田
、
空
き
地
な
ど

の
私
有
地
に
雪
を
押
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
押
し
場
所
が
な
い
と
時
間

の
ロ
ス
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

年
々
、
雪
押
し
を
断
ら
れ
る
こ
と
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
効
率
的
な
除
雪
、

地
域
道
路
の
交
通
確
保
の
た
め
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　    

障
害
物
の
除
去
に

　    

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

道
路
上
に
樹
木
の
枝
な
ど
（
高
さ
４

㍍
以
下
の
も
の
）
が
出
て
い
る
と
除
雪

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
降
雪

前
に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
路
肩
や
側

溝
の
上
に
置
い
て
あ
る
は
せ
木
や
肥

料
・
石
な
ど
も
除
雪
の
妨
げ
に
な
っ
た

冬期間の交通確保のため
除雪作業にご協力ください！

　まもなく雪が降る季節となりました。町では、安心・安全な冬期間交通を
確保するため、11月から来年 3月まで除雪作業を行います。今年度も円滑
に除雪作業を行うため、次の内容のご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ】建設水道課土木係　☎ 85-6142

り
除
雪
車
で
壊
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
早
め
に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
付
近
の
民
有
地
に
あ
る

ブ
ロ
ッ
ク
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
も
除
雪

車
で
壊
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
除

雪
前
に
目
印
（
長
さ
３
㍍
以
上
の
棒
の

先
に
赤
い
布
な
ど
の
目
印
を
つ
け
る
）

を
立
て
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、近
年
、

目
印
設
置
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

除
雪
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
箇
所
が

あ
り
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
が
遂
行

で
き
る
よ
う
、
節
度
あ
る
目
印
設
置
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　    

地
域
で
の
ご
協
力
を

　    

お
願
い
し
ま
す

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
や
高
齢

夫
婦
世
帯
な
ど
は
、
雪
に
か
か
わ
る
負

担
が
と
て
も
大
き
い
も
の
で
す
。
各
地

域
に
お
い
て
も
除
雪
が
困
難
な
ご
家
庭

に
配
慮
い
た
だ
き
、
近
所
の
方
に
よ
る

除
雪
作
業
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　    

間
口
の
雪
塊
除
去
に

   
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

除
雪
車
が
通
る
と
、
雪
押
し
板
脇
か

ら
雪
塊
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
極
力
こ
ぼ
さ

な
い
よ
う
運
転
手
も
努
め
て
い
ま
す

が
、
１
０
０
％
雪
塊
を
残
さ
な
い
除
雪

は
不
可
能
で
す
。
大
型
重
機
の
た
め
小

回
り
が
利
か
ず
、
時
間
が
か
か
る
だ
け

安
心
・
安
全
な

  
冬
を
過
ご
す
た
め
に



過
去
に
床
上
浸
水
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
の
で
、絶
対
に
お
や
め
く
だ
さ
い
。

   　

屋
根
の
雪
は
各
自
で

   　

排
除
し
て
く
だ
さ
い

　

毎
年
、「
雪
下
ろ
し
を
し
た
か
ら
」「
屋

根
の
雪
が
道
に
落
ち
た
か
ら
」
除
雪
に

来
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま

す
。
原
則
、
雪
下
ろ
し
の
後
始
末
、
道

路
へ
の
落
雪
始
末
は
建
物
の
所
有
者
が

行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

危
険
で
す
の
で
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

   

路
上
駐
車
は
絶
対
に

　

   

し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

道
路
へ
の
駐
車
は
、

除
雪
作
業
の
支
障
に

な
る
ば
か
り
か
、
吹

雪
時
や
夜
間
は
交
通

事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
路
上
駐
車
は
絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

    

要
望
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

　

除
雪
に
つ
い
て
、
地
域
的
な
要
望
・

問
題
点
は
個
人
毎
で
は
な
く
、
必
ず
区

長
、
町
内
長
が
代
表
し
て
建
設
水
道
課

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
、
同
じ
地
区
か
ら
同
一
の
要
望

を
複
数
回
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
手
数
で
す
が
、
地
区
の
代
表
の

方
が
集
約
し
て
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

   

除
雪
車
に
は
近
づ
か

   　

な
い
で
く
だ
さ
い

　

作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
の
は
大

変
危
険
で
す
。
除
雪
車
は
急
に
止
ま
っ

た
り
、
曲
が
っ
た
り
、
バ
ッ
ク
し
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
除
雪
車
が
周
囲
の
状
況
に
気

づ
か
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
後
方
に

位
置
す
る
場
合
は
十
分
な
車
間
距
離
を

と
り
、
安
全
な
通
行
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
作
業
中
の
無
理
な
追
い
越
し
も

＊ 町道除雪実施基準
　町内の各所に観測点を設け、道路上降雪深が 10cmを超えた
場合に除雪作業を開始します。なお、11 月・12 月の降雪直後
と３月の融雪時期にあっては気象状況に応じて路上降雪深を
15cmとします。
　また、除雪作業中に融雪等によって積雪深が基準未満になっ
た場合、宅地の切れ目等、きりの良い地点で作業を終了する場
合があります。

＊ 効率的な除雪作業に向けて
　町では「除雪車運行管理システム」を導入し除雪を行なって
います。
　除雪車にスマートフォンを取り付け、GPS 機能により除雪車
の現在地と走行経路を確認しながら効率的な除雪作業を推進す
るほか、問い合わせや要望に対して迅速な連絡対応を図ります。
　また、ロータリー除雪車による幅出しを強化し、車道幅の確
保に努めます。

＊ 雪捨て場変更のご案内
　町では最上川（荒砥橋下流）の河川敷を雪捨て場に指定して
いますが、新荒砥橋建設工事に伴い雪捨て場が今年度も変更と
なりました。今年度は鮎貝側の河川敷です。隣接区域で複数の
工事があり工事車両の出入りもありますので、譲り合いのうえ
事故には十分にご注意ください。
　

●利用期間　令和元年12月１日（日）～令和２年３月31日（火）
●利用時間　午前８時～午後５時

皆さまにお知らせ

Ｒ 1

H30



国民年金
からのお知らせ

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書
　国民年金保険料は所得税法及び地方税法によ
り、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納
めた場合と同じく社会保険料控除としてその年
の課税所得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成31年１月１日か
ら令和元年12月31日まで納められた保険料の
全額です。過去の年度分や追納された保険料も
含まれます。また、ご自身の保険料だけではな
く、ご家族（配偶者やお子様など）の負担すべ

き国民年金保険料を支払っている場合、その保
険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、平成 31 年１月１日から令和元年 12
月 31 日までに納付した国民年金保険料につい
て、社会保険料控除を受けるためには、年末調
整や確定申告を行うときに社会保険料（国民年
金保険料）、控除証明書または領収証書など保
険料を支払ったことを証明する書類の添付が必
要になります。

納めた国民年金保険料は全額が
社会保険料控除の対象です。

年金相談や請求のお手続きのときは、
ぜひご予約をお願いします。
　日本年金機構の全国の年金事務所では、年金
相談や年金請求手続きについて「事前予約」を
行なっています。待ち時間の少ない「予約相談」
を、ぜひご利用ください。

米沢年金事務所
＜米沢市金池 5-4-8（米沢市役所付近）＞
●年金相談予約受付番号　☎ 0570-05-4890
●通常の問い合わせ
　米沢年金事務所　お客様相談室
　☎ 0238-22-4220　
　自動音声案内 5（職員対応）
●受付時間　
　平日午前 8時 30分～午後 5時 15分

●時間延長　
　毎週月曜日（祝日の場合は翌開庁日）
　午後 5時 15分～午後 7時
●週末相談（事前予約をお願いします）
　第 2土曜日　午前 9時 30分～午後 4時
※申し込みの際は、「基礎年金番号」「相談者氏
　名」「電話番号」「相談内容」などを確認させ
　ていただきます。

12 18 ３ 18
２

85-6129

平成 31年１月１日
から

令和元年９月 30日
までの間に

国民年金保険料を
納められた方⇒

11 月上旬発送

令和元年 10月１日
から

12月 31 日までの間に
今年初めて国民年金保険料を

納められた方⇒

翌年の２月上旬発送

●発行時期
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年末調整・税の申告の準備はお早めに
　年末調整の時期が近づいてきました。来年２月には
所得税や住民税の申告受付も始まります。これらに必
要な書類の中には、発行に時間がかかるものもありま
すので、準備は早めに済ませておきましょう。

［会社に勤めている方へ］

　給与所得者の合計所得金額が１，０００万円以下の
方の配偶者で、合計所得金額が38万円以下の方は配
偶者控除の、合計所得金額が38万円超123万円以下
の方は配偶者特別控除の対象となります。
　合計所得金額が１，０００万円超の方の配偶者で、
合計所得金額が38万円以下の方は同一生計配偶者と
して扶養の人数に含まれます。
※配偶者控除・配偶者特別控除の適用を受けるには、
　「給与所得者の配偶者控除等申告書」を事業主に提
　出する必要があります。

　控除の対象となる扶養親族は、16歳以上（令和元
　年12月31日現在）で年間の所得金額が38万円以下
　の方です。扶養につける方の所得を確認し、年末ま
　でにその人数が変わる場合は勤務先に提出済みの
「給与所得者の扶養控除申告書」を訂正してください。

▽16歳未満の扶養親族の「給与所得者の扶養控除申告書」

　への記載について
　16歳未満の扶養親族がいる方については、「給与所

町
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
は
そ
れ
ぞ
れ
に

納
期
限
が
あ
り
ま
す
（
各
納
付

書
の
ほ
か
、町
報「
綴
込
表
紙
」、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。）。

税務出納課からのお知らせ￥

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
出
納
課
収
納
係　

☎
85

－

６
１
０
６

 注 意

　督促状発送後も納付がない状態が続きま
すと、必要に応じて財産調査などを実施し、
差押えに進みます。差押え財産は当方で決
定し、事前の連絡はありません。差押えた
給与・預金・保険等は（保険は解約のうえ）
未納の税金に充当されます。動産・不動産
は公売により換価のうえ、同じく未納の税
金に充てられます。

CAUTION！

　得者の扶養控除申告書」の「住民税に関する事項」
　欄に扶養親族の氏名等を記入してください。住民税
　の計算上、記入漏れがあると税額が正しく計算され
　ない場合がありますのでご留意ください。また、各
　種助成・手当等の算定にも利用することがあります。

▽同じ人を２人で扶養親族とすることはできません　
　子ども１人を両親のそれぞれが扶養につけるなど、
　重複することのないようご注意ください。

［控除証明書を準備しましょう］
以下の保険料控除を受ける場合は、証明書等を添付し
なければなりません。お早めにご準備ください。

【問い合わせ】税務出納課町民税係　☎85-6132

１年間の社会保険料（国民健康保険税・後期高齢者医
療保険料・介護保険料の普通徴収）の支払金額がわか
る「納付確認書」を交付しています。申請方法は①
役場に来ていただく、または②郵便請求の２つです。
※電話で金額を教えたり、交付請求の受付けは行
　なっていません。
【問い合わせ】税務出納課収納係　☎ 85-6106
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　10 月からの消費税・地方消費税率引き上げに伴い、低所得者や子育て世帯の消費に与える影響を緩
和する目的で、25％もお得に買い物ができるプレミアム付商品券を販売しています。
　町では平成 31 年度の住民税（町県民税）非課税者と思われる方へ「プレミアム付商品券購入引換券
交付申請書」を郵送しています。通知が届いた方は申請してみませんか。

◆販売期間
　令和２年２月 28 日（金）まで（郵便局は２月 27 日（木）まで）
◆商品券販売所
　役場商工観光課　　開庁日の午前８時 30 分から午後５時
　郵便局（荒砥、鮎貝、蚕桑、浅立）　営業日の午前９時から午後５時
◆購入可能額
　お一人につき２５，０００円分まで
※商品券は５，０００円単位で購入が可能です。
　（２５，０００円分を２０，０００円又は５，０００円分を４，０００円
　で購入できます。）
◆使用期間
　令和２年２月 29 日（土）まで
◆申請期限
令和元年 12 月 13 日（金）まで（申請期限を延長しました）

【蚕桑地区】

【鮎貝地区】

【荒砥・十王地区】

【鷹山地区】

【東根地区】

◎子育て世帯（平成 28 年４月２日以降令和元年９月 30 日までに生まれた子が属する世帯主）の方について
　は申請不要です。
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地域包括支援センター ℡86-0112

　人口減少の中、高齢化率が上昇し、単身高齢者・高齢者のみ世帯が増
加しています。住み慣れた地域で安心して生活し続けるために、住民同
士がお互いに助け合い、補い合いながら住み慣れた地域で安心安全に暮
らし続けられるまちを目指すために、地域での居場所づくり、有償ボラ
ンティアについて一緒に勉強してみませんか。

【令和元年度クーポン券交付対象者】昭和 年 月 日～昭和 年 月 日生まれの男性

抗体検査
クーポン券の利用
で無料となります。

抗体あり

抗体なし
予防接種を受けましょう

■第１回目 「集いの場にじ　出張居場所　運営を体験する」

　●い　つ：令和元年 11月 24日（日）午前９時から午後１時
　●どこで：十王地区コミュニティセンター

■第２回目 「有償ボランティアの実践について」

　●い　つ：令和元年 12月２日（月）午後１時 30分から午後３時
　●どこで：集いの場にじ　白鷹町大字鮎貝３２３５
　●講　師：NPO法人　ふれあい天童　加藤　由紀子　氏

■第３回目 「子ども食堂の運営を体験する」

　●い　つ：令和元年 12月 14日（土）午前９時 30分から午後３時
　●どこで：健康福祉センター

【申し込み・問い合わせ】　支え合う地域づくり　なないろの会　☎ 080-1815-3289
　　　　　　　　　　　　健康福祉課地域包括支援センター係　☎ 86-0112

▼対象者
　どなたでも参加可

▼参加費
　無料

▼主催
　支え合う地域づくり
　なないろの会

▼共催
　白鷹町
　白鷹町教育委員会

―居場所づくり・生活支援を勉強しよう！―
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12 ７

第 392 回　おはなしの会

LibraryLibraryLibraryLibraryLibraryLibraryLibraryLibraryLibraryLibrary

◎12月の休館日：12日（木）
◆蔵書点検・システム構築のため休館
　12月19日（木）～１月10日（金）

◎開館時間 :  午前９時～午後７時　

図書館だより

《今月の新刊図書》
主な新購入図書（一般） 著　　者 主な新購入図書（児童） 著　　者
祝祭と予感 恩田　　陸 みかん、好き？ 魚住　直子

某 川上　弘美 ごめんなさい いもとようこ

ライオンのおやつ 小川　　糸 にだんベットだいすき！ ほそいさつき

人間 又吉　直樹 ほら、ここにいるよ オリヴァ―・ジェファーズ

『つちだよしはる絵本原画展』

（掲載しているのは購入図書の一部です）

　開　会

　ワークショップ「絵皿をつくろう」

　お話の会「ねずみくんのおくりもの」

　サイン会

　ワークショップ「絵本バックづくり」

　お話の会「ねずみくんのおくりもの」

　サイン会・閉会

12 月 15 日（日）　　※材料費：それぞれ３００円

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
紹
介

■
童
門
冬
二
賞

　
『
裁
く
と
い
う
こ
と
』　　
　
　
　
　
　

黒
澤　

侑
華
（
鮎
貝
小
６
年
）

■
生
涯
教
育
推
進
本
部
長
賞

　
『
わ
た
し
と
朝
子
』　　
　
　
　
　
　
　

橋
本
秋
夕
美
（
荒
砥
小
４
年
）

■
教
育
長
賞

　
『
す
ご
い
ぞ　

か
あ
ち
ゃ
ん
』　　
　
　

佐
藤
一
歩
輝
（
荒
砥
小
４
年
）

　
『
戦
争
と
共
に
生
き
る
』　　
　
　
　
　

菅
原　

紗
希
（
白
鷹
中
１
年
）

　
『
勇　

気
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漆
山
ひ
さ
り
（
荒
砥
高
３
年
）

■
図
書
館
長
賞

　
『
こ
こ
ろ
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
田　

心
寧
（
蚕
桑
小
１
年
）

　
『
さ
い
ご
の
さ
い
ご
ま
で
が
ん
ば
り
続
け
た
チ
ロ
リ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
野　

心
音
（
鮎
貝
小
３
年
）

　
『
自
分
よ
り
も
相
手
を
大
切
に
』　　
　

紺
野　

友
愛
（
荒
砥
小
５
年
）

　
『
五
十
九
年
後
の
祈
り
』　　
　
　
　
　

舩
山　

天
寧
（
白
鷹
中
２
年
）

■
入
選

　

小
口　

海
惺
（
鮎
貝
小
一
年
）　　
　

紺
野　

由
雅
（
東
根
小
１
年
）

　

稲
葉　

仁
和
（
荒
砥
小
２
年
）　　
　

髙
橋　

陽
心
（
東
根
小
４
年
）

　

岡
部　

稟
子
（
蚕
桑
小
５
年
）　　
　

川
部　

聡
太
（
荒
砥
小
５
年
）

　

丸
川　

千
夏
（
蚕
桑
小
６
年
）　　
　

鈴
木　

美
波
（
白
鷹
中
２
年
）

■
一
般
の
部

　
『
心
の
持
ち
方
ひ
と
つ
で
人
生
が
変
わ
る
』
を
読
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

ト
ヨ

■
絵
本
の
一
言
感
想

　

む
か
い
だ　

ゆ
う　
　
（
よ
つ
ば
こ
ど
も
園
）

　

よ
こ
た　

み
か　
　
　
（
さ
く
ら
の
保
育
園
）

　

む
ら
か
み　

ひ
と
き　
（
鮎
貝
小
１
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略
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※この他、毎日牛乳が 1本付きます。
※材料の都合により、献立を変更する場合があります。

給食に思いを込めて――

11 月の予定献立表
ちょうりじょうゆうびん

　毎年実施している「おにぎり給食」。シンプルな塩
おにぎりを食べて、お米のおいしさをじっくりと味
わってもらうことが目的です。今年使用するお米は、
つや姫です。普段給食で食べている「白鷹町産はえぬ
き 1等米」との味や食感の違いを感じながら、味わっ
て食べてほしいと思います。
　調理場では、子どもたちがおいしそうにおにぎりを
食べる様子を思い浮かべながら、心を込めて 1100 個
のおにぎりを握ります。－おらほの食材－　

米・かぶ・キャベツ・ごぼう・小松菜・ねぎ・里
芋・じゃがいも・セロリ・大根・生しいたけ・か
ぼちゃ・白菜・りんご・おみ漬け・納豆・みそ等

　　荒砥駅での各種イベントに参加し、お手伝いさせて
　いただきました。

荒高掲示板
フラワー長井線まつり

献血に協力

　 『荒砥高校も献血に協力』　10月10日（木）

　　献血車が、本校に来ました。生徒、職員そして、近所の方々
　にも協力していただきました。

フラワー長井線まつり　10 月 20 日（日）
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２ 元気ニコニコしらたか21
vol.76The 2cond Shirataka town Health promotion plan

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21
【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210

【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210

11月は「児童虐待防止推進月間」です。

子どもや保護者の
こんなサインを見落としていませんか？

▼子どもについて
いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする／
不自然な傷や打撲の跡がある／衣類やからだがいつも汚
れている／落ち着きがなく乱暴である／表情が乏しい、
活気がない／夜遅くまで一人で家の外にいる
▼保護者について
地域などとの交流が少なく孤立している／小さい子ども
を家においたまま外出している／子育てに関して拒否的
・無関心である、強い不安や悩みを抱えている／子ども
のけがについて不自然な説明をする

車内放置しないで！

▼子どもを自動車内などに残していかないで
子ども（乳幼児）は体温調整機能が未熟なこともあり、
自動車内など内部の気温が上がりやすい環境では、短時
間でも熱中症の危険性が高まります。「眠っているから」
「少しだけ」と子どもを自動車などに乗せたまま、その
場から離れると思わぬ事故につながり大変危険です。自
分で身を守ることが出来ない子ども
を守るのは大人の役割です。十分な
気配りを忘れないようにしましょう。

 ●児童虐待とは…
■身体的虐待：殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせる、家の外にしめだす　など
■ネグレクト：家に残して外出する、食事を与えない、ひどく不潔なままにする、自動車の中に放置する、
　重い病気になっても病院に連れていかない、他人が子どもに暴力をふるうことなどを放置する　など
■性的虐待：子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にする　など
■心理的虐待：言葉により脅かす、無視する、きょうだい間で差別的な扱いをする、子どもの目の前で
　家族に対して暴力をふるう（DV）など

「乳幼児突然死症候群対策強化月間」です。
 ●乳幼児突然死症候群とは…
　何の予兆や既往歴もないまま乳幼児が
死に至る、原因の分からない病気です。
　年間約100名のあかちゃんが亡くなっ
ており、乳児期の死亡原因としては第４
位となっています。

予防のための３つのポイント

１

子どもを健やかに育むために～愛の鞭ゼロ作戦～
子育てにおいて、しつけと称して叩いたり怒鳴ったりすることは、子どもの成長の助けにならないばかりか、
悪影響を及ぼしてしまう可能性があります。以下のポイントを心がけながら、子どもに向き合いましょう。

SOS SOS

さらに
11月は

【町相談窓口】
健康福祉課子育て支援係　☎ 86-0212
子育て世代包括支援センター（健康福祉課健康推進係）☎ 86-0210

虐待かも…
と思ったら 児童相談所

全国共通ダイヤル
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罰　則
点　数…２点減点
反則金…大型車　１２，０００円
　　　　普通車　　９，０００円
　　　　二輪車　　７，０００円
　　　　原　付　　６，０００円

横断歩行者妨害取締りを強化中
（今年の取り締りは、過去 10年間の約５倍）

なぜ、あなたは

鍵をかけないのですか？

　山形県内において、本年１～６月の間で忍
込み被害にあったすべての住宅が無施錠
（１００％）でした。夜間、鍵をかけない家が
標的となっています。

犯人はどんな人が住んで
いるかわからないが…

犯人はお金が多く置いて
ある家かわからないが…

町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

味をしめて
繰り返し犯行

　犯人は、県内外問わずにやってくることが
多く、土地勘がないため無差別大量に鍵がか
かっていない（無防備な）家を探します。
そして、犯行に成功すると「鍵をかけない家
が多い地域」と味をしめ、再び犯行に及びます。
鍵をかけないことで犯罪が起こりやすい地域
となっているのです。

登録方法は次の２つです。
① yp1@ox03.asp.cuenote.jp
　に空メールを送信する。
②右の登録用ＱＲコードを読み
　取る。
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●主な動静
月　日 行　　事　　名

10月 1日
町長訓示
教育委員辞令交付式
白鷹町選挙管理委員及び補充員当選証書付与式

10月 2日 台湾旅行会社プロモーション（４日まで）（台湾）

10月 5日
消防車両安全祈願祭
支えあう地域づくりフォーラム
高玉芝居瑞龍院上演

10月 6日 高岡地区敬老者祝賀会

10月 8日
戸籍事務等現地指導
置賜地域道路整備促進大会

10月 9日 山形県町村長研修（11日まで）（栃木県ほか）
10月 15日 定例課長会
10月 16日 白鷹町進出企業懇話会

10月 17日
議会運営委員会
令和元年第７回白鷹町議会臨時会

10月 18日 鮎貝地区敬老会

10月 19日 やまがた美しい森林（もり）づくり推進大会
( 第 66回山形県林材業年次大会）

10月 20日 総合防災訓練

月　日 行　　事　　名

10月 21日
西置賜行政組合管理者会
第２回西置賜行政組合議会定例会
十王地区まちづくり座談会

10月 23日 山形県市町村法令外寄附金負担金等合理化委員会
10月 24日 仙台しらたか会設立 10周年記念祝賀会

10月 25日
新荒砥橋建設促進期成同盟会役員会
山形県町村会第３回総会
山形県知事との意見交換会

10月 26日
読書感想文コンクール表彰式
第 49回白鷹町芸術祭

10月 27日 首都圏白鷹会総会（東京都）
10月 29日 安全安心の道づくりを求める全国大会（東京都）

10月 30日
農業委員会意見書提出
第２回白鷹町振興審議会
白鷹・朝日両町連絡協議会・議員研修

10月 31日
令和元年度県・市町村行政懇談会
農業農村整備事業等に関する意見交換会

●町長交際費
支出日 区分 支出額 内　　　容

10月 7日
贈答品 10,962 円 町の特産品ＰＲ

御祝 3,160 円 東陽の里まつり

10月 16日 香典 5,000 円 教育委員ご親族弔慰金

10月 17日 香典 5,000 円 代表監査委員ご親族弔慰金

支出日 区分 支出額 内　　　容
10月 17日 御祝 3,000 円 山口農業収穫祭

10月 25日 御祝 3,260 円 鮎貝八幡宮例大祭

10月 30日 香典 3,000 円 職員ご親族弔慰金

計 33,382円

10月 の「町長交際費」と「町長の主な動静」 問  総務課総務係　☎85-6120

［ 中央公民館展示案内 ］

●運行日　毎週月曜～金曜日
●予約受付日　日曜～金曜日（丸印の日）
※利用する際は、前日までご予約ください。ただし、
　当日午後１時以降の便を利用する場合は、当日
　午前９～ 11 時まで予約すれば利用可能です。
●受付時間　午前９時～午後５時
※通常のタクシーとは異なり、乗り合いタクシーの
　ため出発時間や到着時間に幅が生じます。時間に
　余裕もってご利用ください。

７

デマンドタクシー
運行・予約受付カレンダー

12 月

デマンドタクシー予約センター　☎ 85-0365

　１階町民ラウンジで
　　展示しています。

《書道コーナー》
【掲示期間】10月に引き続き11月30日まで
　山田　香泉さん（荒砥）
　齋藤　恵華さん（滝野）
　橋本　春華さん（十王）

【掲示期間】12月１日～１月 31日まで
　高梨　翠舟さん（十王）
　本木　雅苑さん（高玉）
　佐藤　朝華さん（荒砥）
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採
用
制
度
有
）　　

●
賃
金
等　

日
額
６
０
０
０
円
〜
８

０
０
０
円
（
通
勤
手
当
有
）　　

●
福
利
厚
生　

健
康
保
険
、
厚
生
年

金
等
加
入
制
度
有　

●
勤
務
時
間　

週
５
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
・
祝

休
み
）　

●
受
付
期
間　

随
時
受
付

●
選
考
方
法　

一
次
選
考
、
書
類
選

考
（
履
歴
書
・
経
歴
書
）、
二
次
選

考
、
面
接

【
問
い
合
わ
せ
】

〒
９
９
２

－

０
８
４
１

白
鷹
町
大
字
畔
藤
５
２
７
７
番
地
２

白
鷹
町
土
地
改
良
区

☎
85

－

２
５
７
２

　
　

子
育
て
支
援
住
宅

　
　

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
７
３

４
１
番
地

●
募
集
戸
数　

１
戸
（
白
鷹
町
外
在

住
者
向
け
）

●
間
取
り　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

●
家
賃

・
２
子
ま
で
を
扶
養
す
る
世
帯

　

…
３
万
５
０
０
０
円

・
３
子
以
上
を
扶
養
す
る
世
帯　

　

…
３
万
円

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
（
午
後
６
時

開
場
）

●
ど
こ
で　

山
峡
紅
の
里
ホ
ー
ル

（
十
王
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
）

●
講
師　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
山
形

支
店
長　

ほ
か

●
会
費　

無
料

●
申
込
期
限　

11
月
20
日
（
水
）

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

☎
85

－

６
１
２
３　

　
　
　

白
鷹
町
土
地
改
良
区

　
　
　

臨
時
職
員
募
集

《
募
集
人
員
お
よ
び
募
集
内
容
》

●
募
集
人
員　

臨
時
職
員
１
名　
　

●
業
務
内
容　

土
地
改
良
施
設
の
管

理
業
務
及
び
改
良
区
運
営
に
関
す
る

一
般
事
務

●
応
募
資
格　

①
白
鷹
町
在
住
の
方

も
し
く
は
居
住
予
定
の
方
／
②
高
等

学
校
以
上
を
卒
業
し
た
方
／
③
パ
ソ

コ
ン
操
作
可
能
な
方
（
一
般
的
な
エ

ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
）
／
④
自
動
車
普

通
運
転
免
許
取
得
者　

●
雇
用
期
間　

６
ヶ
月
（
正
規
職
員

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

白鷹町役場　☎８５-２１１１
　　

  

オ
ー
ル
西
置
賜
就
職
面
接
会

　

  

の
開
催
に
つ
い
て

●
い
つ　

11
月
26
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
ど
こ
で　

旧
長
井
小
学
校
第
一
校
舎

●
対
象
事
業
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
人
票
を
提
出
し
て
い
る
管
内
事
業

所
約
35
社
（
予
定
）

●
対
象
者　

長
井
所
管
内
へ
の
就
職

を
希
望
し
て
い
る
方
約
１
０
０
名

●
内
容　

個
別
面
談
形
式

【
問
い
合
わ
せ
】

長
井
公
共
職
業
安
定
所

☎
84

－

８
６
０
９

　
　

  

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　
　

  

を
開
設
し
ま
す

　

人
権
相
談
委
員
が
、
い
じ
め
や
虐

待
、
差
別
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

12
月
４
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

●
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

　

白
鷹
町
の
地
域
経
済
循
環
分
析

　

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

「
地
域
経
済
循
環
っ
て
何
？
ど
う

や
っ
て
分
析
す
る
の
？
」「
地
域
の

外
か
ら
お
金
を
稼
い
で
い
る
産
業
は

？
」「
地
域
で
生
み
出
さ
れ
た
所
得

は
、
き
ち
ん
と
地
域
内
に
分
配
さ
れ

て
い
る
？
」 

な
ど
、
町
の
経
済
の
実

態
を
見
え
る
化
し
、
町
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
方
法
の
提
案
を
含
め
た
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

11
月
27
日
（
水
）
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で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。）
を
準
備
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
水
道
課
管
理
係　

☎
85

－

６
１
４
０

　
　

県
営
住
宅

　
　

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
白
鷹
ア
パ
ー
ト
》

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙
１

４
８
２

－

１

●
住
宅
区
分
及
び
募
集
戸
数

・
一
般
用　

３
戸

●
住
宅
形
式　

3 

Ｄ
Ｋ

●
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
２
６
０
０
円
〜
2
万
４
８
０
０
円

●
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分
相
当
が

必
要
に
な
り
ま
す

●
入
居
時
期　

２
月
上
旬

●
募
集
期
間　

12
月
９
日
（
月
）
〜

13
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
受
付
場
所　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎
１
階　

総
合
案
内
窓
口

【
問
い
合
わ
せ
】

県
営
住
宅
指
定
管
理
者
㈱
西
王
不
動

産
置
賜
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２

●
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

●
入
居
資
格　

次
の
条
件
の
全
て
を

満
た
す
こ
と

①
子
を
持
つ
夫
婦
世
帯
で
、
お
子
さ

ん
が
現
在
小
学
校
就
学
前
で
あ
る
こ

と
（
１
人
以
上
）

②
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
基
準
に
準

じ
、
世
帯
の
月
額
所
得
の
合
計
が
31

万
３
０
０
０
円
を
超
え
な
い
こ
と

③
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を

必
要
と
し
て
い
る
こ
と

④
市
町
村
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

⑤
暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い
こ
と

●
期
限
付
入
所　

１
番
下
の
お
子
さ

ん
が
小
学
校
を
卒
業
す
る
年
の
３
月

31
日
ま
で
入
居
で
き
ま
す
。

●
募
集
期
間　

11
月
14
日
（
木
）
〜

28
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で

※
土
日
祝
日
を
除
く

●
入
居
者
の
決
定　

12
月
中
旬
（
申

込
者
多
数
の
場
合
は
後
日
抽
選
）

●
入
居
可
能
日　

12
月
下
旬

●
申
込
方
法　

平
成
30
年
分
の
源
泉

徴
収
票
の
写
し
、
住
民
票
謄
本
、
入

居
予
定
者
全
員
の
最
新
の
所
得
課
税

証
明
書
、
市
町
村
民
税
納
税
証
明
書

を
準
備
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
水
道
課
管
理
係　

　

「
こ
ぶ
し
の
家
」
支
援
員
を

　
　

募
集
し
ま
す

●
募
集
人
員　

２
名
（
パ
ー
ト
）

●
業
務
内
容　

①
町
内
事
業
所
の
清

掃
／
②
障
が
い
あ
る
利
用
者
さ
ん
の

就
労
支
援

●
勤
務　

週
３
日
か
ら
４
日
の
変
則

勤
務

●
応
募
資
格
・
方
法　
①
普
通
自
動

車
運
転
免
許
／
②
障
が
い
福
祉
に
理

解
の
あ
る
方
／
③
年
齢
は
60
歳
く
ら

い
ま
で
の
方

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

こ
ぶ
し
の
家　
担
当
・
佐
藤

☎
85

－

５
６
６
０

　
　

パ
ソ
コ
ン
講
座

　
　

受
講
生
募
集
に
つ
い
て

●
対
象　

①
仕
事
に
就
い
て
い
る
方

／
②
45
歳
以
上
の
中
高
年
齢
者
で
、

再
就
職
を
目
指
す
方
／
③
上
記
の
他

ど
な
た
で
も

●
定
員　

15
名
（
最
少
実
施
定
員
10

名
）

●
受
講
料　

７
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
別　

９
７
０
円
）

●
会
場　

長
井
高
等
職
業
訓
練
校
３

階
パ
ソ
コ
ン
室
（
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ

ら
り
内
）

☎
85

－

６
１
４
０

　
　

町
営
住
宅

　
　

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
神
明
ア
パ
ー
ト
》

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２
４

６
８

－

10

●
募
集
戸
数　

１
戸

●
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ

●
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
８
３
０
０
円
〜
３
万
５
９
０
０
円

●
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

●
入
居
資
格　

次
の
条
件
の
全
て
を

満
た
す
こ
と

①
住
宅
困
窮
者
で
あ
る
こ
と

②
入
居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法

の
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

③
原
則
と
し
て
同
居
す
る
親
族
が
い

る
こ
と

④
暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い
こ
と

●
募
集
期
間　

11
月
14
日
（
木
）
〜

28
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で

※
土
日
祝
日
を
除
く

●
入
居
可
能
日　

12
月
下
旬

●
申
込
方
法　

平
成
30
年
分
の
源
泉

徴
収
票
の
写
し
な
ど
入
居
者
全
員
の

所
得
が
わ
か
る
書
類
、
個
人
番
号
が

確
認
で
き
る
書
類
、
本
人
確
認
書
類

等
（
申
込
者
の
要
件
に
よ
り
、
提
出

書
類
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
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●
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
認
印
、
Ｕ

Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

●
申
込
締
切　

開
講
前
日
ま
で

●
内
容　

昼
間
コ
ー
ス
（
エ
ク
セ
ル

中
級
）
／
夜
間
コ
ー
ス
（
エ
ク
セ
ル

初
級
）

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

長
井
高
等
職
業
訓
練
校

☎
84

－

１
９
２
４

  

歯
周
疾
患
検
診
は
お
済
で
す
か
？

　

町
で
は
、
節
目
年
齢
の
方
に
歯
周

疾
患
検
診
を
実
施
し
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
対
象　

今
年
度
40
歳
、
50
歳
、
60

歳
、
70
歳
の
方
で
、
現
在
歯
科
の
治

療
を
し
て
い
な
い
方

●
受
診
期
間　

希
望
さ
れ
る
方
は
12

月
31
日
（
火
）
ま
で
（
年
末
の
診
療

日
は
、
各
医
院
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

※
対
象
の
方
に
は
事
前
に
受
診
券
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

歯
科
医
院
へ
直
接
予
約
し
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

※
紛
失
し
た
場
合
は
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
・

旅
券
等
）

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方

【
申
出
・
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
戸
籍
年
金
係

☎
85

－

６
１
２
９　

　
　

土
曜
日
の
子
育
て
サ
ロ
ン

　
　

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　

ベ
ビ
ー
と
キ
ッ
ズ
、
子
育
て
中
の

ご
家
族
の
土
曜
日
の
遊
び
場
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
温
か
く
広
い
室

内
で
自
由
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

10
月
26
日
（
土
）
よ
り
毎

週
土
曜
日　

午
前
９
時
30
分
〜
12
時

※
11
月
23
日
、
12
月
28
日
は
休
み
で
す
。

●
ど
こ
で　

山
峡
紅
の
里
（
十
王
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

●
対
象　

あ
か
ち
ゃ
ん
〜
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
ご
家
族

【
問
い
合
わ
せ
】

山
峡
紅
の
里

☎
85

－

２
１
０
２

 
秋
の
エ
コ
通
勤
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

  
推
進
県
民
運
動
を
実
施
中

　

エ
コ
通
勤
と
は
、
マ
イ
カ
ー
の
利

④
定
期
点
検
を
行
う
（
配
管
等
に
腐

　

食
や
亀
裂
が
な
い
か
、
ホ
ー
ム
タ

　

ン
ク
が
倒
れ
る
恐
れ
は
な
い
か
）

⑤
防
油
堤
の
設
置（
万
一
に
備
え
る
）

※
油
流
出
が
起
き
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
白
鷹
町
町
民
課
ま
た
は

消
防
白
鷹
分
署（
☎
85

－
５
２
４
２
）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－
６
１
３
１

　

旧
姓
（
旧
氏
）
併
記
に
つ
い
て

　

11
月
５
日
か
ら
、
住
民
票
・
個
人

番
号
カ
ー
ド
に
旧
姓
（
旧
氏
）
が
併

記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
旧

姓
を
併
記
す
る
た
め
に
は
、
ご
本
人

の
申
出
が
必
要
で
す
。

○
こ
ん
な
場
面
で
利
用
で
き
ま
す

　

保
険
や
携
帯
電
話
等
の
契
約
、
銀

行
口
座
が
旧
姓
の
ま
ま
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
就
職
や

転
職
な
ど
仕
事
の
場
面
で
も
旧
姓
に

よ
る
本
人
確
認
が
で
き
ま
す
。

○
申
出
に
必
要
な
も
の

・
併
記
を
希
望
す
る
旧
姓
〜
現
在
の

姓
ま
で
を
確
認
で
き
る
一
連
し
た
戸

籍
謄
本

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
）

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

☎
86

－

０
２
１
０

  

給
油
中
は
離
れ
な
い
で
！

  

油
流
出
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

冬
は
暖
房
機
器
を
使
う
機
会
が
増

え
ま
す
。
一
般
家
庭
や
事
業
所
に
お

い
て
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
配
管
か
ら

灯
油
な
ど
の
油
類
が
漏
れ
出
し
、
河

川
な
ど
に
流
れ
出
す
事
故
が
毎
年
発

生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
多
く

が
給
油
中
に
離
れ
る
な
ど
、
人
為

的
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
す
。

○

原
因
者
が
費
用
負
担

　

事
故
を
起
こ
す
と
、
水
や
土
壌
の

環
境
汚
染
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、

油
の
撤
去
に
費
用
が
か
か
り
ま
す

（
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
設
置
、
吸
着
マ

ッ
ト
に
よ
る
吸
い
取
り
、
汚
染
さ
れ

た
土
の
処
分
な
ど
）。

　

こ
れ
ら
の
費
用
は
、
事
故
を
起
こ

し
た
原
因
者
が
責
任
を
持
っ
て
負
担

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○

油
流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
心
掛
け

①
そ
の
場
を
離
れ
な
い
（
給
油
時
は

　

そ
の
場
を
離
れ
ず
、
終
わ
っ
た
ら

　

し
っ
か
り
元
栓
を
閉
め
る
）

②
配
管
場
所
に
は
目
印
を
（
除
雪
に

　

よ
る
配
管
の
破
損
を
防
ぐ
た
め
）

③
タ
ン
ク
や
配
管
へ
の
落
雪
に
注
意

用
を
控
え
、
徒
歩
、
自
転
車
、
公
共

交
通
機
関
な
ど
を
利
用
す
る
環
境
に

や
さ
し
い
通
勤
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
環
境
に
や
さ

し
く
経
済
的
で
、
安
全
運
転
に
も
つ

な
が
る
ド
ラ
イ
ブ
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。

急
発
進
や
急
加
速
を
せ
ず
、
ふ
ん
わ

り
ア
ク
セ
ル
、
加
減
速
の
少
な
い
運

転
を
実
践
す
る
こ
と
で
燃
費
が
向
上

し
、
自
動
車
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
基
本
は
穏

や
か
に
運
転
す
る
こ
と
な
の
で
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践
は
安
全
運
転
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

映
画
「
白
鷹
の
紅
花
」
映
写
会

　

の
開
催
に
つ
い
て

　

「
白
鷹
の
紅
花
」
映
写
会
を
開
催

し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

11
月
20
日
（
水
）

午
後
２
時
か
ら

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
あ
ゆ
ー
む

●
入
場
料　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

映
画
「
白
鷹
の
紅
花
」
上
映
実
行
委

員
会　

担
当
・
安
部

☎
０
９
０

－

６
４
５
３

－

７
２
０
９
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　誰もが健康づくりや交流を楽しめる居場所を開催
しています。お気軽においでください。

●日　程　11 月 15 日（金）・11 月 22 日（金）・
　12月６日（金）・12月 13日（金）・12月 20日（金）
●時　間　午前 10時～ 12時まで
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回２００円

●日　程　11 月 29 日（金）・12月 27日（金）
●時　間　午前 10時～ 12時まで
●対象者　どなたでも（申込必要）
●利用料　５００円（食事代含む）

11 月開催「のどかカフェ」

　誰もが気軽に参加できる場として「のどかカフェ」
を開催しています。お茶を飲みながら参加者同士で
認知症や介護、介護予防、健康づくり等について情
報交換をしています。
●会　場　ちょぼらの家（荒砥甲 373-8）
●参加料　無料
●開催日　11月27日（水）
　午後２時～３時 30分
※申込不要。直接会場にお越しください。
【問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係　☎86-0112

●日　程　11 月 26 日（火・お好み焼きづくり）・12
　月３日（火・寄せ植え　※花代は実費をいただきます）・
　10 日（火・干し柿を使ったおやつ作り）・24 日（火・
　クリスマスイブお楽しみ会）
●時　間　午前 10時～ 12時まで
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回２００円（11 月 26 日、12 月 10 日は
３００円、12月 24日は５００円）

●日　程　11月 19日（火）・12月 17日（火）
●時　間　午前 10時～ 12時まで
●対　象　どなたでも（申込不要）
●利用料　５００円
　※時間はいずれも午前 10時～ 12時

●日　程：11月 16日（土）・12月 21日（土）
●場　所：つどいの場「にじ」（鮎貝 3,235 番地）
●時　間：午前 11時 30分～午後１時 30分
●対象者：小学生までとその保護者（子どものみの参加も可）
●料　金：子ども２００円　保護者３００円
　※事前の申し込みは不要です。
　※未就学児は保護者同伴でお願いします。
　※小学生は帰りのお迎えをお願いします。（やむを得ず
　　迎えに来られない場合はご相談ください。）
　※アレルギーへの対応はできませんのでご了解願います。
【問い合わせ・事務局】
支えあう地域づくりなないろの会
平泉　☎ 85-0143 ／橋本　☎ 85-3676

11 月・12 月開催「つどいの場  にじ」
（支えあう地域づくりなないろの会）

　11 12 25
　

　夫・パートナーからの暴力 (DV)、性犯罪、売買春、
セクシュアル・ハラスメント、
ストーカー行為など女性に対する暴力は、犯罪と
なる行為を含む重大な人権侵害です。
　相談者の秘密は守られますので、ひとりで悩ま
ずにまずはお電話ください。
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利用時間：午前９時30分～午後３時30分
休館日：毎週土曜日

つぶ
やき

愛真
こど
も園

「りんごがり」

お母さんとお子さんの健康を守るために、妊婦さん
全員に交付しています。随時交付しますが、保健師が
留守の場合がありますので、事前に電話などでご連絡
ください。
場　所：健康福祉センター
※妊娠届出書に個人番号（マイナンバー）の記入と本
　人確認が必要となります。届出時は、次の①、②の
　うちいずれかをお持ちください。
①個人番号カード
②個人番号通知カードと妊婦本人の確認ができるもの
（運転免許証、パスポートなど）
問い合わせ：子育て世代包括支援センター
　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

　「あかりんごきいろりんごとおともだち」
　「りんごがりおいしいじゅうすがつくれるよ」
　「りんごがりまわしてそっととるんだよ」
　「りんごさんまっかなおかおがひかってる」
　「りんごがりはたけいっぱいなってるよ」

子どもの発達発育に詳しい専門家（臨床心理士）に
よる、ことばや発達などの個別相談会を開催します。

会　場：健康福祉センター
※要予約。相談を希望する方はお問い合わせください。
問い合わせ：子育て世代包括支援センター
　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

会　場：健康福祉センター
持ち物：母子健康手帳、バスタオル、問診票、３歳児
　　　　健診の方は尿
※対象の方には郵送でご案内します。
※問診票と母子健康手帳の「保護者の記録｣を必ず記
　入しておいでください。
※お子さんが当日具合が悪かったり、１週間以内に
　人にうつる可能性のある病気にかかったりしたと
　きは、事前に電話などでご連絡ください。
問い合わせ：子育て世代包括支援センター
　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

［月の予定］
問い合わせ：子育て支援センター「にこぽーと」
　　　　　　☎ 87-0083

会　場：健康福祉センター
内　容：離乳食の進め方、調理実習、試食と懇談
持ち物：母子健康手帳、エプロン、三角巾、筆記用具
参加費：２００円（調理実習費）
保　育：お子さんとご一緒に参加できます。希望され
　　　　る方はお申し込み時にご予約ください。
申込締切：12月10日（火）［電話予約］
問い合わせ：健康福祉課健康推進係  ☎86-0210 広報しらたか   2019. 11 30
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●窓口業務時間延長（午後７時まで）
毎週月曜日（祝日の場合は翌開庁日）
　　　

●弁護士相談
日時：４日（水）午後２時～４時
場所：老人福祉センター「八乙女荘」
※相談日の前々日午後５時までにご予約ください。
問い合わせ：白鷹町社会福祉協議会　☎86-0150

●婚活応援室
日時：毎週火曜日　午後１時30分～８時
会場：「K's space」（山口・喜多楼となり）
問い合わせ：健康福祉課子育て支援係　☎86-0212

●農業委員会
総会開催日：25日（水）午後３時～
受付締切日：10日（火）
問い合わせ：農業委員会農地調整係　☎85-6128

 12
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小関　浩二（65）菖蒲

土屋　弘子（82） 中山

岩沢　ゑつ（94）鮎貝

五十嵐治雄（89）荒砥乙

小林　好弘（79）横田尻

長谷部ヱイ（90）山口

菅野　貞子（77）鮎貝

奧山すみ子（88）下山

安部　泰司（75）鮎貝

児玉伊惣次（85）高玉

川井　千代（95）畔藤

▼年末調整の時期が近づいてきました。今月号には年

末調整や確定申告に関わる重要な書類等の発行につい

てのお知らせが掲載されています。見逃したという方

はぜひもう一度ご確認ください。（９、14 ～ 15頁参照）

▼10月は各小学校でたくさんのイベントがありまし

た。米づくり体験学習や郷土食伝承事業など、取材に

行くたびに「自分が小学生の時もやったなぁ」と懐か

しくなりました。地域の皆さんの支えがあって今も変

わらず受け継がれる伝統。本当に素晴らしいですね。

これからもずっと続いてほしいと思います。（いわさわ）

編 集 後 記

Editorial Note

10 １ 31

大塚　晴
は る み

未 隼希 山口広子

佐藤　瀬
せ い

依 翼 荒砥乙華

五十嵐橙
と う り

凛 剛 荒砥乙優希

髙井　淳
じゅんや

矢 啓一 高玉
芳枝

福田いちの 裕介 十王真紀

佐藤凪
な な た

々汰 純平 高玉千帆

（　　　）

（　　　）

10 31

13,561 ▲ 43
6,685 ▲ 17

6,876 ▲ 26

4,728 16

　 長谷部善友　高玉

　 青木　志織　村山市
♥

　 鈴木　　真　山口

　 鈴木　志歩　長井市
♥ （　　　）

（　　　）

（　　　）

－お詫びと訂正－

　本紙の 10 月号 28 頁の「隠れ蕎麦屋の里し
らたかそばキャンペーン 2019」記事内でパレ
ス松風そば祭りの開催時間を「11：00～ 15：
00」と表記しましたが、正しくは「11：00～
14：00」でした。
　お詫びして訂正いたします。

山川　　孝（82）萩野

新野エミ子（79）広野

大嶌　　松（94）萩野

竹田　ちよ（99）荒砥甲

小口　健一（63）高岡

打田とみ子（67）高岡

小口はるよ（90）鮎貝

佐藤よし子（88）山口

高橋きよゑ（65）浅立

渋谷　茂美（58）箕和田

新野トシ子（87）荒砥乙

（　　　）
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わたしは“白
ふるさと

鷹町”で働いています。

  企業データ

　私が園児だった時、担任だった保育士さんとの思
い出が忘れられず、「私も保育士になりたい」と考
えていました。その方が保育園の園長になったこと
を知り、白鷹町に戻って働くことを決意しました。
　保育士の仕事は、子どもたちの生活の援助はもち
ろん、やりたいと思っていることをどうやって叶え
てあげられるのかを一緒に考えてあげることが多い
仕事です。衛生面や安全面の確保は重要で、大変な
ことは多いですが、一生懸命頑張
る姿や成長した姿を見ることが出
来た時は、「この仕事をやってて
良かった！」と思います。私がそ
うだったように、子どもたちが大
人になっても覚えていてくれ
るような優しく頼れる保育
士を目指してこれからも頑
張っていきます。

  企業データ

　弊社に就職した理由は、「人に教える仕事がした
い」という気持ちと「地元で働きたい」という思い
があったからです。地元出身の社員が多く、温かい
人ばかりなので、とても働きやすいです。
　私が担当している業務は、主に教習と検定、講習
になります。幅広い年齢層が対象となり、人と接す
る機会が多い仕事なので、失礼のないように丁寧な
対応を心がけています。運転は技術的な部分よりも

考え方が大事だと思っています。
その思いが教習に来ている人たち
に伝わった時、とてもやりがいを
感じます。山形県は事故率が東北
　で一番多い県でありますので、
　　　その改善に貢献できるよ
　　　　う、これからも頑張って
　　　　いきます。

マツキドライビングスクール 白鷹校

五十公野　英明さん（大瀬・29歳）

社会福祉法人白鷹町社会福祉協議会
さくらの保育園

齋藤　智美さん（横田尻・29歳）


